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未来への心をつなぐパートナー



農
業
へ
の
挑
戦

　こ
こ
か
ら

　
家
族
経
営
で
農
業
を
行
う
渡
辺
さ
ん
一
家
。
拓
也

さ
ん
は
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
４
年
前
に

ご
両
親
が
営
む
農
業
に
加
わ
り
ま
し
た
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
農
作
物
に
向
き
合
っ
て
仕
事
が
で
き
る
農

業
に
魅
力
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ま

た
、
周
り
に
は
同
年
代
の
後
継
者
が
多
い
こ
と
が
と

て
も
心
強
い
で
す
。
県
外
で
勤
め
て
い
た
当
時
、
地

元
で
集
ま
る
同
級
生
の
中
に
は
農
業
に
携
わ
る
人
が

多
く
よ
く
農
業
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
「
農
業
も
い
い
な
、
挑
戦
し
て
み
た
い
な
」
と
感
じ

た
の
も
農
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
北
信
後
継
者
会
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

年
に
数
回
集
ま
っ
て
飲
み
会
を
開
い
て
、
栽
培
や
販

売
に
関
し
て
お
互
い
に
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
産
地
を
訪
れ
て
剪
定
の
勉
強
な
ど
を

さ
せ
て
も
ら
う
機
会
も
あ
り
、
良
い
刺
激
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
農
業
は
ま
だ
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
今
は
作
業
に

追
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
が
、Ｊ
Ａ
の
指
導
会
に
参
加

し
た
り
先
輩
農
家
を
参
考
に
し
た
り
、こ
れ
か
ら
い

ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、
さ
ら
に
品
質
の
高
い
農
産
物

生
産
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高品質栽培を目指し勉強に励む拓也さん

キュウリ
Cucumber

　
当
Ｊ
Ａ
は
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
産

地
と
し
て
、
日
本
一
の
販
売
高

を
誇
り
ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
約
95
％
が
水
分

で
出
来
て
お
り
、
ほ
て
っ
た
体

を
冷
や
す
効
果
が
あ
り
夏
場
に

ぴ
っ
た
り
の
食
材
。
む
く
み
を

解
消
す
る
カ
リ
ウ
ム
や
免
疫
力

を
高
め
た
り
美
肌
作
り
に
貢
献

し
た
り
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
便

秘
解
消
に
効
果
が
期
待
で
き
る

食
物
繊
維
な
ど
身
体
に
嬉
し
い

栄
養
素
が
豊
富
で
す
。

　「
黄
瓜
」
が
語
源
と
い
う
説
が

あ
り
、
完
熟
す
る
と
皮
が
黄
色

く
な
り
ま
す
。
昔
の
日
本
で
は

黄
色
く
熟
し
た
キ
ュ
ウ
リ
を
食

用
に
し
て
い
た
と
い
う
話
も
あ

り
ま
す
。

福島地区／福島市

渡辺  拓也 さん（38歳）
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Ｊ
Ａ
を
巡
る
環
境
は
、
情
勢
・
動
向
・
収
支
見
通
し

の
何
れ
も
厳
し
い
状
況
が
長
期
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
と
の
徹
底
し
た
対
話

に
基
づ
い
て「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標
と
す
る
創
造
的
自
己
改

革
の
実
践
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
多
く
の
正
組
合
員
か
ら
一
定
の
評
価

と
自
己
改
革
に
一
層
期
待
す
る
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
起
因
と
し
た
地
域
経
済
の

低
迷
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
多
様
な
組
合
員
の
声
に
応
え
、

要
望
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員

が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
運
営
の
実
現
を
目
指
し
准
組
合

員
を
「
正
組
合
員
と
と
も
に
農
業
や
地
域
経
済
の
発
展

を
共
に
支
え
る
組
合
員
」
と
位
置
づ
け
、
准
組
合
員
の

声
も
Ｊ
Ａ
経
営
に
反
映
さ
せ
一
層
の
事
業
利
用
と
組
合

員
組
織
や
協
同
活
動
へ
の
参
加
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

今
後
、さ
ら
に
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
想
像
を
超
え
、

自
然
災
害
の
恒
常
化
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
や
、
第
３
期

中
期
計
画
（
第
３
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
）
策
定
の
重
要

な
年
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

新
し
い
事
業
運
営
を
模
索
し
地
域
農
業
振
興
と
地
域
活

性
化
を
一
層
進
捗
さ
せ
ま
す
。

　

つ
い
て
は
巡
る
内
外
情
勢
や
環
境
を
踏
ま
え
、
基
本

方
針
を
次
の
と
お
り
掲
げ
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

　

環
境
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
自
己
改
革
の
実

践
を
支
え
る
「
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・

強
化
」
と
と
も
に
組
合
員
と
の
徹
底
し
た
対
話
を
通

じ
総
合
事
業
を
基
本
と
し
て
『
不
断
の
自
己
改
革
』

に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．
地
域
農
業
振
興
戦
略

　

○
地
域
農
業
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
づ
く
り

　

◯�

営
農
指
導
技
術
、
販
売
・
流
通
対
策
、
農
業
経
営

確
立
な
ど
の
様
々
な
支
援
を
強
化

　

◯�

品
目
別
販
売
戦
略
を
再
構
築
し
有
利
販
売
の
取
り

組
み
強
化

　

○�

農
業
労
働
力
提
供
体
制
の
整
備
、
福
島
ブ
ラ
ン
ド

再
構
築
と
農
業
経
営
効
率
化
に
向
け
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
第

三
者
認
証
の
取
得
拡
大

２
．
組
織
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

組
合
員
訪
問
活
動
や
目
的
別
組
織
活
動
を
通
じ
た

組
合
員
と
の
接
点
強
化

　

◯�

准
組
合
員
の
積
極
的
な
参
加
と
利
用
を
促
進
す
る

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

　

○
正
組
合
員
拡
大
対
策

　

◯�

高
齢
者
福
祉
活
動
や
食
農
教
育
を
通
じ
た
次
世
代

育
成
と
地
域
貢
献
活
動
の
積
極
的
な
取
り
組
み

　

◯�

総
合
事
業
を
通
じ
協
同
の
力
で
豊
か
で
く
ら
し
や

す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
行
政
と
の
連
携

３
．
経
営
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

抜
本
的
か
つ
構
造
的
な
経
営
改
革
を
継
続
断
行
し
、

よ
り
強
固
な
経
営
基
盤
を
確
立

　

〇
営
農
経
済
事
業
の
収
支
構
造
改
革
の
断
行

　

○�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
浸
透
と
内
部
統
制
の

整
備

　

○�

Ｊ
Ａ
総
合
事
業
の
継
続
展
開
・
優
位
性
発
揮
に
よ

り
、
組
合
員
の
農
業
と
く
ら
し
全
般
に
貢
献
す
る

　

○�

内
部
統
制
を
遵
守
し
た
事
業
の
取
り
組
み
と
検
証

に
努
め
る

　

○�

拠
点
、
施
設
再
編
（
機
能
再
編
・
統
合
）
に
向
け

た
拠
点
再
編
計
画
の
策
定
と
実
践

基
本
方
針

第
６
回　
通
常
総
代
会
開
催

　

第
６
回
通
常
総
代
会
を
５
月
28
日
、
福

島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
全
５
議

案
と
付
帯
決
議
、
さ
ら
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
海
洋
放
出
決
定
に
関
す
る
特
別
決
議
を

原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
総
代
に
は
書
面
に
よ
る
議
決
権
行

使
を
す
る
な
ど
万
全
の
感
染
防
止
策
を
講

議　　　案
第1号議案　�令和２年度事業報告及び剰余金処分案の

承認について
 報告事項　�令和２年度貸借対照表、損益計算書及び

注記表の内容並びに会計監査人の監査報
告及び監事の監査報告について

第2号議案　令和３年度事業計画の設定について
第3号議案　�令和３年度における理事及び監事の報酬

について

第4号議案　定款の一部変更について
第5号議案　共済規程の変更について

報告事項
　　「JAバンク基本方針」の変更について
特別決議
　　ALPS処理水海洋放出決定に関する特別決議

◆事業推進功労者表彰
　本店部会連絡協議会
　いちご部会　前協議会長　　三瓶　一彦
　花卉部会　　前副協議会長　大槻　重征
　女性部本部　�前部長　　　　富田　キヨ� �

前副部長　　　渡邉　浩子� �
前副部長　　　伊藤かおる

◆販売事業優績組合員表彰
　福島地区　�菱沼　利貴、　佐藤　喜一、　梅宮　照彦、� �

菱沼　長司、　大宮　篤司
　伊達地区　�梅宮　　衛、　須田　一宏、　菅野　伸一、� �

野田　　弘、　安田　博行
　安達地区　�上野　広行、　小林　清三、　大内　宜行、� �

三浦　由弘、　石川　良訓
　そうま地区　�佐藤　紀男、　前川　正人、　福田　栄一、� �

唯野　　幸� �
Ｔ・アグリプロダクト株式会社

　　　　　　　代表取締役　瀧澤　昇司

優績組合員等表彰
　日頃事業運営に協力いただいている、組織代表者及び組合員の皆様に感謝の意を表するとともに、組織基盤の強化
並びに組合員とＪＡの一体的事業運営をすすめることを目的に表彰する。
� （敬称略、順不同）

◆購買事業優績組合員表彰
　福島地区　�佐藤　富夫、　紺野　広治、　後藤　隆博、� �

斎藤　保行、　佐藤　正吾
　伊達地区　�須田　紀之、　菅野　慎一、　鈴木　拓郎、� �

佐藤　善礼、　狗飼　　功
　安達地区　�佐藤　善一、　本多　泰昭、　熊田　克弘、� �

三浦　喜富、　遠藤　与市
　そうま地区　�佐藤　重久、　寺澤　白行、　天野　浩樹� �

株式会社 紅梅夢ファーム� �
　代表取締役社長　佐藤　良一� �
農事組合法人 ふぁーむ・しどけ� �
　代表理事　髙田　光定

◆優良集落営農組織表彰
　福島地区　ごんべさんの会　会長　佐藤　政義
　伊達地区　�国見町東部共同防除組合 組合長 斎藤　和彦
　安達地区　�農事組合法人 青田営農組合� �

　代表理事　松本　次男
　そうま地区　��有限会社 高ライスセンター � �

　代表取締役社長　佐々木教喜

じ
ま
し
た
。
本
人
出
席
26
人
を
含
む
書
面

出
席
９
４
９
人
の
計
９
７
５
人
が
出
席
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
全
役
職
員
が
方

向
性
を
一
つ
に
、『
持
続
可
能
な
農
業
生
産

の
確
立
』を
目
指
し『
農
業
者
の
所
得
増
大
』

『
農
業
生
産
の
拡
大
』『
地
域
の
活
性
化
』『
構

造
的
経
営
改
革
の
断
行
』
に
取
り
組
み
、

経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
組
織
事
業
運
営
に

あ
た
っ
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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安達広域共選場
キュウリ選果施設稼働始まる

　ＪＡふくしま未来は夏秋キュウリ日本一の販売高を誇る産地です。「日本一の産地継続構想」に
基づき、生産農家の労働力軽減や農業所得の増大、栽培面積の拡大を目指し、この度安達地区にキュ
ウリ選果施設を建設しました。2021年３月施設が完成し、５月より稼働を開始しました。
　施設には機械選果ラインを２系列導入。年間1,700tの選果が可能となっています。また、品目等
階級表示機能の搭載によりレーン毎に等階級が表示され、初心者でもわかりやすくスムーズな箱詰
め作業ができます。市場出荷は5kgコンテナが主流ですが、袋詰め形態による販路拡大など多様な
出荷に対応できるよう横型ピロー包装機も備えています。
　総事業費は２億860万円。うち国の産地生産基
盤パワーアップ事業で7,870万円、管内の行政か
ら2,032万円の補助を受けています。
　同施設は８月下旬頃に出荷のピークを迎える見
込み。選果機の導入により、25年度までに栽培
面積52ha、出荷数量3,557tを目指します。

外観検査装置
鮮度計測装置と専用デジタルカメラの一体化により、高精
度な選別が可能となっています。
（処理スピード　4.2 本／秒）

品目等階級表示機能
選果中の品目が表示されます。レーン毎の等階級
表示で、作業員に分かりやすくなっています。

排果レーン箱詰めブース
バケットから箱詰めベルトへ水平に移動すること
で、キュウリに優しい仕分けが可能です。

選果機搬送バケット
人の手により丁寧に選果。
新しいバケットの開発でグリップ力が
増し、安定感がアップしました。

キュウリ栽培者募集中
ＪＡでは新たなキュウリ栽培者を募集しています。
自宅で野菜を育ててみたいが「何にしようかな？」と迷われている方、
キュウリの栽培にチャレンジしてみてはいかがでしょうか？
生育旺盛で、植え付けから収穫までスピード感があるキュウリ。
栽培にご興味のある方、来年に向けてのご相談など承っております。

お近くのＪＡ営農センターに、お気軽にお問い合わせ下さい。

キュウリ選果設備紹介

7 6

特集②



大貴
だいき

　阿部さんは、露地キュウリを35a栽培し

ています。品種は「福
ふく
富
とみ
」と「蒼

そう
夏
か
」。

　阿部さんの圃場を訪れると立派なキュウ

リがたくさんなっていました。

J
-F
A
P

ふ
く
し
ま
魅
力
発
見 vol.

05

ふ
く
し
ま
の

お
い
し
い

楽
し
い

届
け
ま
す

J-FAP（ジェイ ファップ）は、
JAふくしま未来の職員で構成されたPR
チーム。「JAふくしま未来農産物PR」
という意味の英語「JA FukushimaMirai 
AgriculturalProducts PublicRelations」
が由来です。管内の農産物の魅力をお
届けする中で、生産者や消費者と良好
な関係づくりを目指していきます！

二本松市新田でキュウリを
生産している阿部與一さん
の圃場で旬のキュウリの
魅力を発見してきました。

Ｊ-ＦＡＰ

今年の生育状況はどうですか？

定植後の寒さで少し遅れましたが、

今になって順調に生育しています。

Q

A

出荷のピークはいつ頃ですか？

６月中旬以降から増え始め、９月いっぱいまで出荷が続きます。

Q

A

キュウリ栽培への想いを教えてください。Q
栽培を始めてから40年以上。時には挫折を味わうこともあ

りました。多くの人たちと関わり知恵を出し合い、協力し産

地化して、いい品物をより多く生産することを一番に取り組

んできました。

また、地域ぐるみで労力を軽減する工夫をしていて、そのよ

うな生産者の努力を消費者の方にも伝えていきたいです。

A

阿部さん、いつもおいしいキュウリ
を生産していただきありがとうござ
います。
これからもよろしくお願いします！

YouTube「みらいろチャンネル」

★農家におじゃまします！
★J-FAPクッキング
動画公開中！ご覧ください。

豚バラキュウリの
旨だれ炒め

　作り方

❶豚バラ薄切り肉を食べやすい大きさに切りAと
すりおろしたにんにく、しょうがを揉みこみ下味を

つけます。（チューブでもＯＫです）

❷キュウリをポリ袋に入れて麺棒で叩き、食べやす

い大きさにちぎります。塩少 （々分量外）を加えて

揉み込み10分ほどおきます。

❸フライパンを中火で熱し、味付けした豚肉を炒

めます。色が変わったら、水気を絞ったキュウ

リを加え、全体に火が通るまで炒めます。

❹仕上げに、お好みで粗びきコショウ適量（分量外）

と白ごま（分量外）を飾って完成です。

●キュウリ ･･･････ 2本（200g）
　豚バラ薄切り肉 ･･･ ･ ･ 200g　
　　  しょうゆ、酒、酢
　　   ･･････････････各大さじ1
　A  砂糖、ごま油
　 　  ････････････各大さじ1/2
　　  味噌、すり白ごま、片栗粉
　　   ････････････各小さじ1/2
 　にんにく、しょうが
　 ･････････････････各1～２片
●仕上げ
 　お好みで粗びきコショウ、白ごま
を適量

材料（2人分）

J-FAP
クッキング

Ｊ-ＦＡＰポイント★
キュウリは叩き割る
ことで不揃いな断
面からしっかり味が
しみ、食感にも変
化が生まれさらに
おいしくなります。

サッパリ

9 8



5
月
中
旬
か
ら
6
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2021

5-6
month

ト
ピ
ッ
ク
ス

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

　

Ｊ
Ａ
管
内
3
会
場
と
市
場
6
会
場
を

リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
福
島
会
場
に
は

数
又
清
市
組
合
長
や
濱
田
賢
次
専
務
、

安
田
宏
幸
県
北
農
林
事
務
所
長
、
生
産

者
ら
約
30
人
が
出
席
。
意
見
や
要
望
な

ど
今
年
度
の
農
産
物
販
売
に
対
し
て
情

報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
Ｐ

Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
風
評
被

害
の
払
拭
に
努
め
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た

青
果
物
共
販
推
進
会
議
を
北
信
支
店
で

開
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
農
産
物
の
生
育
状
況

の
報
告
や
販
売
計
画
、
取
り
組
み
方
針

を
協
議
。
地
域
農
業
振
興
計
画
の
実
践

に
よ
る
農
業
者
所
得
の
増
大
や
生
産
拡

大
、
営
農
巡
回
と
担
い
手
渉
外
（
Ｔ
Ａ

Ｃ
）
の
訪
問
活
動
に
よ
る
出
向
く
営
農

指
導
体
制
の
構
築
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

福
島
県
知
事
へ
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
贈
呈
、

表
敬
訪
問
を
行
い
、
今
年
も
高
品
質
の

出
来
栄
え
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
し
た
の
は
、
管
内
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
代
表
品
種
「
佐
藤
錦
」
で
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
た
も
の
。
Ｊ
Ａ
で

は
現
在
、
果
樹
、
蔬
菜
、
水
稲
の
３
Ｇ

Ａ
Ｐ
部
会
１
５
７
人
が
認
証
を
受
け
、

県
内
ト
ッ
プ
の
認
証
数
を
誇
り
ま
す
。

　

福
島
県
庁
で
行
っ
た
表
敬
訪
問
で
は
、

数
又
清
市
組
合
長
や
濱
田
賢
次
専
務
、

安
斉
弘
幸
営
農
部
長
、
Ｐ
Ｒ
隊
「
Ｊ-

Ｆ

Ａ
Ｐ
」
の
紺
野
香
月
さ
ん
が
、
内
堀
雅

雄
知
事
を
訪
れ
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
「
４
月
の
凍
霜
害
で
果

実
が
直
接
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
農
家
の

方
々
が
肩
を
落
と
す
姿
を
拝
見
し
て
き

た
。
数
量
は
減
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
丹
精
込
め
て
お
い
し
い
サ
ク
ラ
ン
ボ

を
作
っ
て
頂
い
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

6月14日

フ
ル
ー
ツ
王
国
ふ
く
し
ま
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」

内
堀
県
知
事
に
出
来
栄
え
報
告

▲�ＪＧＡＰ認証サクランボを贈呈
▲�実証水田で行われた田植え

▲�内堀県知事にサクランボの出来栄えを報告する
数又組合長㊨

▲�あいさつをする数又組合長

▲�意見交換をする参加者

6月1日

震
災
以
前
の
販
売
額
目
指
す

青
果
物
共
販
推
進
会
議

０
０
０
円
以
上
の
買
い
物
で
女
性
部
員

が
制
作
し
た
米
袋
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

女
性
部
伊
達
地
区
富
野
支
部
の
部
員

ら
が
運
営
す
る
農
産
物
直
売
所「
で
あ
い
」

が
、
伊
達
市
梁
川
町
の
政
宗
に
ぎ
わ
い

広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
毎
年
、
期
間
限
定
で
営
業

し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
営
業
を
断
念
。
2
年

ぶ
り
の
営
業
と
な
っ
た
同
日
は
、
待
ち

わ
び
た
買
い
物
客
ら
が
新
鮮
な
野
菜
や

加
工
品
な
ど
を
次
々
と
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

同
店
の
営
業
は
6
月
4
日
か
ら
10
月

2
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
・
土
曜
、
午
前

8
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で
。
１
，

買
い
物
客
で
賑
わ
う

お
か
え
り

農
産
物
直
売
所「
で
あ
い
」

6月4日

▲�店頭に立つ部員

5月21日

震
災
か
ら
の
農
業
復
活
を
目
指
す

「
あ
ぶ
く
ま
も
ち
」

実
証
栽
培

▲�ＪＧＡＰ「福島牛」をＰＲする直売所スタッフ

　

東
日
本
大
震
災
の
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
避
難
指
示
解
除
か
ら
４
年
が

経
過
し
、
営
農
再
開
の
動
き
が
本
格
化

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
飯
舘
営
農
セ
ン
タ
ー
管

内
で
、
福
島
県
奨
励
品
種
の
「
あ
ぶ
く

ま
も
ち
」
作
付
け
再
開
に
向
け
た
実
証

栽
培
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
管
内
の
担
い
手
農
家
青
田

豊
実
さ
ん
の
水
田
16‌

a
で
行
わ
れ
、
飯

舘
村
の
杉
岡
誠
村
長
や
相
双
農
林
事
務

所
の
大
波
恒
昭
所
長
ら
関
係
者
約
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

栽
培
さ
れ
た
米
は
全
袋
放
射
能
検
査

後
、
飯
舘
村
の
６
次
化
商
品
に
使
用
を

検
討
す
る
予
定
で
す
。

　

全
国
で
も
有
数
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
件
数

を
誇
る
福
島
県
の
中
で
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
す
る
当
Ｊ
Ａ
は
、
農
産
物
直

売
所
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
日
本
版
農
業
生
産

工
程
管
理
）
認
証
を
取
得
し
た
「
福
島

牛
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

販
売
し
た
福
島
牛
は
安
達
郡
大
玉
村

の
野
内
和
幸
さ
ん
が
出
荷
し
た
も
の
。

野
内
さ
ん
は
３
月
認
証
を
取
得
。
こ
の

取
得
は
、
家
畜
・
畜
産
物
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
で
県
内
初
の
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

28
日
～
30
日
の
３
日
間
、

Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所
各
店

舗
で
販
売
し
ま
し
た
。
肩
ロ
ー

ス
や
モ
モ
ス
ラ
イ
ス
、
切
り

落
と
し
な
ど
の
１
５
０
㌘
、

２
０
０
㌘
、
３
０
０
㌘
詰
め

を
販
売
。
店
頭
で
は
、
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
説
明
や
野
内
さ
ん
の

紹
介
を
掲
載
し
た
パ
ネ
ル
を

掲
示
し
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

商
品
を
購
入
し
た
買
い
物

客
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
は
目
に

見
え
て
さ
ら
に
安
心
感
が
あ

る
。
地
産
地
消
で
地
域
を
応

援
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 県

内
初
取
得

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得「
福
島
牛
」直
売
所
で
販
売

5月28日〜30日

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
０
１
７
年
よ
り
職
員
の

研
修
や
生
産
者
向
け
の
説
明
会
、
新
規

取
組
者
に
対
し
て
の
働
き
か
け
な
ど
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
会
を
編
成
し
て

い
て
、
果
樹
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
会
62
人
、
蔬
菜

Ｇ
Ａ
Ｐ
部
会
69
人
、
水
稲
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
会

26
人
の
計
１
５
７
人
が
認
証
を
受
け
県

内
ト
ッ
プ
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
小

高
区
の
農
業
再
開
、
活
性
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
」
と
話
し
ま
し
た
。

花
木
、
盆
栽
な
ど
約
３
，０
０
０
点
を

取
り
揃
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
部
会
員

ら
が
栽
培
し
た
植
木
や
山
野
草
な
ど
豊

富
な
品
揃
え
で
、
29
日
に
は
３
割
引
、

30
日
に
は
５
割
引
の
特
別
価
格
で
販
売

し
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
梅
津
朝
雄
部
会
長
は
「
多

く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
も
ら
え
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
47
年
は
長
い
よ
う
で

長
く
感
じ
な
か
っ
た
。
支
え
て
く
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
最

終
市
を
行
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
主
力
品
種
「
佐
藤
錦
」

の
収
穫
最
盛
期
を
前
に
、
盗
難
防
止
を

呼
び
掛
け
る
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。
生
産
者
や
地
域
住
民
へ
啓
蒙

し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
農
作
物
の
盗

難
を
防
ぎ
ま
す
。

　

福
島
北
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
湯

野
・
東
湯
野
地
区
防
犯
協
会
や
Ｊ
Ａ
農

振
会
が
管
内
を
２
班
に
分
か
れ
て
巡
回
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
東
湯
野
地
区
防

犯
協
会
の
佐
藤
長
司
会
長
は
「
昨
年
盗

難
被
害
の
報
告
が
あ
っ
た
。
地
域
一
丸

と
な
っ
て
農
家
の
苦
労
の
結
晶
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲�いけばなの歴史を説明する阿部取締役

▲�お互いの作品を鑑賞し合う児童

▲�サクランボ園地を巡回する佐藤会長㊥ら

▲�芽掻き方法を学ぶ部会員

　

Ｊ
Ａ
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
「
花

育
」
の
２
０
２
１
年
度
第
１
回
目
の
教

室
を
開
き
ま
し
た
。
学
校
教
育
支
援
事

業
の
一
貫
で
、
今
年
度
11
年
目
を
迎
え

ま
す
。
年
々
学
校
数
を
増
や
し
、
３
年

度
は
Ｊ
Ａ
管
内
87
の
小
学
校
、
３
，

４
３
６
人
の
児
童
を
対
象
に
実
施
。
な

お
伊
達
地
区
で
は
、
管
内
の
全
18
の
小

学
校
が
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
達
市
立
伊
達
小
学
校
で
開
い
た
花

育
に
は
５
年
生
88
人
が
参
加
。
㈱
福
島

花
き
の
阿
部
ひ
ろ
み
取
締
役
が
い
け
ば

な
の
始
ま
り
や
季
節
の
行
事
「
七
夕
」

6月16日

過
去
最
多　
管
内
87
校
実
施

学
校
教
育
支
援
事
業「
花
育
」開
催

　

い
ち
じ
く
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

新
地
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で
、
新
地
い

ち
じ
く
生
産
部
会
が
芽
掻
き
指
導
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

部
会
員
や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
ら
20

人
が
参
加
。
横
山
斉
一
部
会
長
は
「
遅

霜
の
影
響
で
生
育
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

部
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

指
導
会
で
は
相
双
農
林
事
務
所
普
及

部
の
瓜
生
武
司
技
師
が
土
壌
管
理
や
病

害
虫
防
除
に
つ
い
て
説
明
、
生
産
性
の

高
い
結
果
枝
の
確
保
や
新
梢
多
発
に
よ

る
過
繁
茂
を
防
止
す
る
た
め
の
効
率
的

な
芽
掻
き
方
法
を
実
演
し
ま
し
た
。

6月8日
土
壌
管
理
や
病
害
虫
防
除
呼
び
か
け

い
ち
じ
く

芽
掻
き
指
導
会

6月9日

く
だ
も
の
盗
難
防
止
啓
蒙
活
動

「
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
守
ろ
う
！
」

パ
ト
ロ
ー
ル
出
動

　

Ｊ
Ａ
福
島
地
区
植
木
部
会
が
開
催
し

て
き
た
「
庭
坂
植
木
市
」
が
、
５
月
28

日
～
30
日
の
開
催
を
も
っ
て
最
後
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
、
農
協
植
木
市
と
し
て
開

催
し
、
47
年
間
１
４
０
回
開
催
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
地
域
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
市
民
へ
花
と
緑
を
供
給
し
絆
を
つ

な
い
で
き
ま
し
た
が
、部
員
の
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
に
よ
り
植
木
市
の
継
続
が

困
難
に
な
り
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
最
後

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
、バ
ラ
や
沈
丁
花
の
苗
木
、

47
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て

「
庭
坂
植
木
市
」最
終
市

5月28日〜30日

に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
の
担
当

者
が
Ｊ
Ａ
の
お
仕
事
や
、
花
育
で
使
用

す
る
管
内
産
花
材
や
生
産
者
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
池
坊
の
講
師
が
花
の
切
り

方
や
生
け
方
、
扱
い
方
な
ど
を
実
演
し

た
後
、
児
童
ら
は
実
際
に
い
け
ば
な
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
使
用
し
た
花

材
は
、
管
内
産
の
リ
ン
ド
ウ
や
国
産
の

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ソ
リ
ダ
コ
、レ
ザ
ー

フ
ァ
ン
。
児
童
ら
は
用
意
さ
れ
た
花
材

で
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
あ
る
お
花
で
ど

ん
な
も
の
を
作
る
か
考
え
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
モ
モ
生
産
部
会
は
モ
モ
園
地
の

見
廻
り
会
を
実
施
。
主
力
品
種
「
あ
か

つ
き
」
の
摘
果
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

献
上
桃
の
郷
を
守
り
、
つ
な
ぐ
た
め
高

品
質
生
産
に
励
み
ま
す
。

　

見
廻
り
会
は
同
部
会
桑
折
支
部
、
伊

達
崎
支
部
が
実
施
。
桑
折
営
農
セ
ン

タ
ー
の
菅
野
亮
一
営
農
指
導
係
が
基
準

樹
を
基
に
、
摘
果
の
目
安
等
を
説
明
。

そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
各
班
に
分
か
れ

管
内
の
あ
か
つ
き
畑
２
２
０
ヶ
所
を
巡

回
。
各
園
地
の
樹
勢
や
摘
果
状
況
、
病

害
虫
の
発
生
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

巡
回
後
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
で
報
告
会
を
行

い
管
内
の
状
況
を
共
有
し
ま
し
た
。

モ
モ「
あ
か
つ
き
」高
品
質
生
産
目
指
す

生
産
部
会
見
廻
り
会

6月14日・16日

▲�賑わいを見せる庭坂植木市

▲�植木市を支えた梅津部会長㊨ら部会員

6月9日

農
業
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待

小
高
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

▲�施工業者から説明を受ける役員

▲�基準を説明する菅野指導係㊧

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
農
業

復
興
を
目
指
す
小
高
営
農
セ
ン
タ
ー
管

内
に
、
大
規
模
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
（
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

南
相
馬
市
小
高
区
に
完
成
し
た
施
設

は
連
続
強
制
通
風
貯
蔵
乾
燥
方
式
の
50

ｔ
角
形
貯
蔵
ビ
ン
を
50
基
備
え
、
水
稲

３
７
７・
４
ha
、
２
，３
５
９
ｔ
、
大
豆

78‌

ha
、
１
１
７
ｔ
の
処
理
が
可
能
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
復
興
対
策
室
の
志
賀
弘
紀
室
長

は
「
営
農
再
開
区
域
の
農
業
復
興
を
担
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

こ
こ
ら
吾
妻
店

飾
り
付
け

英
雄
会
長
、
本
宮
市
社
協
の
芦
門
則
行

会
長
、
大
玉
村
社
協
の
武
田
正
男
会
長

へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲�國分役員代表㊧から目録を受け取る安齋会長ら

▲�制作したエコバッグを手に笑顔の部員ら

▲�華やかに飾り付けたここら吾妻店

▲�組合員に接種方法を説明する職員㊨

　

女
性
部
北
福
島
総
合
支
部
は
、
役
員

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
が
取

り
組
む
学
校
教
育
支
援
事
業
や
部
員
を

増
や
す
た
め
の
仲
間
づ
く
り
運
動
な
ど

全
５
つ
の
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
役
員
会
後
に
は
、
研
修
会
を
開

催
。
カ
レ
ン
ダ
ー
で
作
る
エ
コ
バ
ッ
グ

の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
総
合
支
部
の
駒
場
美
千
子
部
長
は

「
女
性
部
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
今
年
度
か
ら
会

報
を
作
成
す
る
。
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、

部
員
以
外
の
方
に
も
見
て
も
ら
い
、
女

性
部
加
入
促
進
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

6月9日

カ
レ
ン
ダ
ー
で
作
る
エ
コ
バ
ッ
グ

女
性
部
北
福
島
総
合

支
部
役
員
研
修
会
開
催

　

農
産
物
直
売
所
「
こ
こ
ら
吾
妻
店
」

は
店
内
に
飾
り
付
け
を
し
、
華
や
か
な

装
い
で
来
店
客
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

同
店
の
大
内
拓
也
チ
ー
フ
が
「
天
井

が
寂
し
い
」
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
飾
り
付
け
で
店
内
を
明
る
く
し
よ

う
と
始
め
、
季
節
ご
と
に
色
合
い
や
テ

イ
ス
ト
を
替
え
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、

全
て
同
店
ス
タ
ッ
フ
ら
が
手
作
り
で
制

作
し
て
い
ま
す
。

　

大
内
チ
ー
フ
は
「『
明
る
い
気
持
ち
に

な
っ
て
す
ご
く
い
い
』
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
い
た
り
、
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

た
り
す
る
お
客
様
が
い
て
と
て
も
喜
ば

し
い
。
大
変
な
作
業
で
も
あ
る
が
、
お

客
様
の
笑
顔
の
た
め
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

6月8日
華
や
か
に「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

　

こ
の
ほ
ど
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
予
約
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
回

線
集
中
に
よ
る
電
話
不
通
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

利
用
し
た
予
約
な
ど
で
不
安
を
抱
え
る

高
齢
者
に
手
を
差
し
伸
べ
ま
す
。

　

対
象
者
は
65
歳
以
上
の
組
合
員
や
利

用
者
。
来
店
や
訪
問
の
際
予
約
状
況
を

確
認
し
、
本
人
か
ら
相
談
や
依
頼
を
受

け
た
場
合
手
続
き
を
支
援
し
ま
す
。
Ｊ

Ａ
が
行
う
支
援
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
で
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
代
行
入
力
。
予
約
者
の

所
有
す
る
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
の
画
面
検
索
や
入
力
に
関
し
て
の

助
言
や
代
行
入
力
を
実
施
し
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動

高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
支
援

6月1日 5月21日

地
域
の
社
会
福
祉
に
貢
献

社
会
福
祉
協
議
会
に

シ
ル
バ
ー
カ
ー
贈
呈

　

安
達
地
区
本
部
は
管
内
の
二

本
松
市
・
本
宮
市
・
大
玉
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
シ
ル
バ
ー

カ
ー
計
10
台
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

で
、
安
達
地
区
の
國
分
新
司
役
員
代
表

は
「
地
区
の
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。
利
用
者
の
方
々
に
有
効
的

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

國
分
代
表
は
二
本
松
市
社
協
の
安
齋

し
て
ほ
し
い
と
若
手
農
業
者
で
あ
る
社
員

に
会
社
の
事
務
や
水
稲
栽
培
に
重
要
な
水

路
の
管
理
な
ど
、
農
業
経
営
と
栽
培
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
ま
す
。
法
人
経
営
の
良
さ

を
活
か
し
な
が
ら
「
地
域
の
た
め
に
あ
り

続
け
る
農
業
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
伊
達
郡
国
見
町
徳
江
地
区
は
国
見
町
の
南
東
部
に
位
置
し
、
伊
達
市
梁
川
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
で
水
稲
、
麦
、
大
豆
栽
培
に
取
り
組
む
有
限
会
社
佐
藤
農
園
を
紹
介
し
ま
す
。

有
限
会
社
　
佐さ

藤と
う

農の
う

園え
ん

有限会社佐藤農園の２人

地域のためにあり続ける農業を

設
立
経
過

　

長
年
、
地
域
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
佐

藤
浩
信
さ
ん
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
勧
め
も
あ
り

２
０
０
５
年
７
月
に
有
限
会
社
佐
藤
農
園

を
設
立
し
ま
し
た
。
当
時
は
法
人
化
と
い

う
発
想
も
な
く
、
地
域
で
は
先
駆
け
だ
っ

た
と
振
り
返
り
ま
す
。

運
営
状
況

　

主
な
メ
ン
バ
ー
は
代
表
の
佐
藤
さ
ん
と

社
員
１
人
の
２
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
繁
期
に
は
７
人
ほ
ど
季
節
雇
用
、
国
見

町
は
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
、
佐
藤

農
園
の
取
り
組
む
水
稲
栽
培
な
ど
と
作
業

時
期
が
被
ら
な
い
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

雇
用
で
き
る
と
話
し
ま
す
。

　

重
量
農
機
の
操
作
は
主
に
佐
藤
さ
ん
が

担
当
し
、
麦
10‌

ha
、
食
用
米
２
ha
飼
料
用

米
８
ha
計
10‌

ha
の
水
稲
、
大
豆
２
ha
を
栽

培
。
育
苗
を
手
掛
け
る
他
に
、
秋
は
地
域

の
農
家
か
ら
水
稲
の
刈
取
り
作
業
を
請
け

負
い
ま
す
。

将
来
展
望

　

佐
藤
さ
ん
は
将
来
の
地
域
農
業
を
守
る

た
め
、
若
手
農
業
者
の
確
保
や
後
継
者
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
糧
に

黄金の小麦が順調に生育しています

営農集団
紹介
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・�収穫盛期後の成り疲れ時や、台風等の豪雨･強風後は、
病害が発生･蔓延しやすいため、適正管理･早期防除
に努めましょう。
・�強風による傷果は直ちに摘果し、着果負担を軽減し
ます。
・�降雨により病害の発生が助長されるので、降雨前の
防除の実施や、降雨が続く場合には散布間隔を短くし、
散布ムラがないように適切に散布します。
・�通路に滞水している場合は、早急に排水を行いましょう。
・�日照不足や肥料切れによる草勢低下は、病害の発生
を助長するため、適正な肥培管理や草勢維持対策を
実施します。

【病害対策】
葉が混んでいると湿度が抜けず、病気の蔓延を助長す
るので、摘葉して通気性をよくしましょう。
病害葉は早急に摘葉し、ほ場外に持ち出しましょう！！
*うどんこ病…葉表に白い粉を生じます。
*斑点細菌病…�葉に水浸状角形病斑、果実はへこみ、黄

褐色のヤニ発生。
・べ　と　病…�葉脈に区切られた多角形の病斑を生じ

ます。
・褐　斑　病…�淡褐色（小型）、円形・綿毛状かび（大型）。
・炭　そ　病…�周辺が褐色、内部が淡色の病斑を生じ、

中心破れやすいです。降雨・ドロはね等
で被害拡大。

・黒　星　病…�比較的低温・多湿条件で多発します。� �
果実では初め暗緑色の円形斑点を形成
し、のちに褐変してへこみ、すす状のカ
ビを生じます。若葉や若い茎では初め湿
潤状となりヤニを生じます。後に淡褐色
～褐色となって枯れ表面に黒いすす状の
カビを生じます。

・つる枯病…�茎では主に地際部が色あせ、後に灰色カ
サブタ状となり、その上に黒色の小粒を
生じます。葉では、葉脈に囲まれたくさ
び型病斑、円形大型病斑となります。症
状が進むと病斑が発生した先が枯死す
るため、多発すると被害が大きくなりま
す。

【害虫対策】基本を再確認！
・ハウス・露地ほ場周りの雑草を刈ります。
・残渣（摘葉・摘果）はほ場外に出します。
・定植前に薬剤灌注
　薬　剤　名：ベリマークSC
　作　物　名：キュウリ
　対象病害虫：�アブラムシ類、コナジラミ類、アザミ

ウマ類、ハモグリバエ類
　使　用　量：400株あたり25ｍL
　使 用 方 法：灌注
　使 用 時 期：育苗期後半～定植当日
　使 用 回 数：1回
・定期的にほ場を見回り、早期発見に努めましょう。
　*ヨトウムシ
　*アザミウマ・アブラムシ
・�ハダニ類：ワラを敷くと発生が多くなり、薬剤抵抗
性も発生しやすいため、同じ薬剤の連用は避けます。
*�例年より多い状況（予報）なので、特に注意しましょう。
*�農薬は使用基準をよく確認して適正に使用し、使用
後はすぐに記帳しましょう。

営農情報 病害虫防除特集

　４月の凍霜害により着果量が少ない状況です。また、
各品種に黒星病の病斑（葉柄や果実）が見られ、今
後梅雨の降雨により感染拡大が懸念されますので、一
果一果を大切にし、下記の通り対策しましょう。

◆徒長枝及び不定芽新梢のせん除
　�　着果量が少ないことから新梢の発生が多いため、
主枝・亜主枝の背面から発生した徒長枝や側枝の
切り口部から発生した不定芽新梢で上向きのもの
等をせん除し、日当たりを確保しましょう。
 　注意　�主枝等からの新梢の発生が少ない場合は、側

枝更新用のため側面から発生した新梢を１本
確保してください。また、過度なせん除は樹
勢低下を招く恐れがありますので注意してく
ださい。

【病害対策】
〇黒星病
　�　果そう基部病斑、発病葉、発病果実の除去。病
斑をそのままにすると二次感染につながります。見
つけ次第せん除し、密度低下と二次伝染を防ぎます。
病斑は園外で処分しましょう。農薬散布は雨前を
基本とし多発が予想される場合は、梅雨明けまで
７日間隔で散布を実施しましょう。散布時には、立
ち枝（予備枝・新梢）の先端まで十分な薬量を散
布しましょう。

【害虫対策】
〇ナシヒメシンクイ
　�　前半の世代では主にモモ等の核果類の新梢に寄
生（心折れ症状）し、後半の世代はナシなどの果
実への寄生が増加するので、近隣のモモ等におけ
る防除も注意しましょう。
〇カメムシ類
　�　園地内への飛び込みをよく観察し、多数の飛来
が見られる場合は速やかに防除を行いましょう。

《黒星病の病斑》

◎�福島地区吾妻営農センター斎藤大史、そうま地区本部
営農経済課酒井大輔が監修しました。

◎�伊達地区本部営農経済課菅野寿樹、安達地区本部営農
経済課遠藤光一が監修しました。

うどんこ病 べと病

褐斑病 炭そ病

発生が多いので、散見され
たら薬剤防除します。

【果そう基部病斑】

【発病果実】

【発病葉】

【葉柄部の病斑】

ナシ 栽培講座 キュウリ栽培講座
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せり情報

販 売 情 報

和牛せり市場
乳牛せり市場
ワンポイントアドバイス

　これからの時期、暑さで水

を飲む量が増えてきます。水

がないとエサも上手く食い込

めないので、朝・昼・晩と飼

槽を掃除し、常にきれいな水

が飲めるようにしましょう。

■ＪＡふくしま未来実績（開催日　6月8日・9日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 101 99 656,989 1,122,000 367,400 297 2,215 289 702,426 -45,437
去 97 97 809,373 1,111,000 442,200 322 2,517 284 797,692 11,681
計 198 196 732,404 1,122,000 367,400 309 2,371 287 764,605 -32,201

■福島県家畜市場（開催日　6月8日・9日））� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 366 361 665,738 1,122,000 283,800 295 2,256 286 713,032 -47,294
去 438 436 806,787 1,134,100 442,200 322 2,502 281 802,384 4,403
計 804 797 742,899 1,134,100 283,800 310 2,396 283 766,142 -23,243

■乳牛せり市場（開催日　6月18日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 3 318,634 327,800 306,900 - - 295,900 22,734
妊 娠 牛 1 658,900 658,900 658,900 - - 550,000 108,900
Ｅ Ｔ 和 雌 1 576,400 576,400 576,400 85 6,782 556,600 19,800
Ｅ Ｔ 和 雄 1 660,000 660,000 660,000 95 6,948 626,266 33,734
乳  雌  牛 - - - - - - 72,600 -72,600
乳　 雄　 牛 15 149,600 203,500 35,200 73 2,057 157,600 -8,000
F1雌（スモール） 37 227,849 273,900 94,600 70 3,251 215,069 12,780
F1雄（スモール） 35 293,888 380,600 1,100 79 3,740 261,271 32,617

ふくしま未来ふくしま未来熱中症予防強化月間！熱中症予防強化月間！展開中展開中
・・・ 基本的な対策ポイント ・・・・・・ 基本的な対策ポイント ・・・

・・・ 熱中症になってしまったら ・・・・・・ 熱中症になってしまったら ・・・

① 日中の気温の高い時間帯を外して作業を行って下さい。
② �休憩をこまめにとり、作業時間を短くするようにして下さい。１０時と１５時の休憩だけでなく、暑い

ときには３０分おきや１時間おきなど、こまめに休憩をとることが必要です。
③ �高温多湿の日や照り返しの強い日は身体作業強度が高い作業はできる限り避けるようにして下さい。
④ �のどの渇きを感じる前に、水分をこまめに摂取し、汗で失われた水分を十分に補給して下さい。
⑤ 帽子の着用や、汗を発散しやすい服装をして下さい。
⑥ 作業場所には、日よけを設ける等、できるだけ日陰で作業をするようにして下さい。
⑦ �屋内では風通しをよくし、換気に努めて下さい。ハウス等の施設内では、気温や湿度が著しく高くな

りやすいので、特に気を付けて下さい。
⑧ �作業施設内に熱源がある場合には、熱源と作業者との間隔を空けるか断熱材で隔離し、加熱された

空気は屋外に排気するようにして下さい。
⑨ �台風等の発生や作物の生育状態によって、暑いときでも作業を進めなければいけないことがあります。

そのような場合には、特に体調の変化等に気をつけて下さい。
⑩ �作業はできる限り２人以上で行うとともに、万が一に備える観点からも、携帯電話を必ず身につけ

ておくようにして下さい。また、緊急連絡先も登録しておいて下さい。

①涼しい場所に避難する。
　炎天下の野外にいる時は木陰や風通しのいい場所を探して、移動したら横になって休みましょう。

②衣服を脱ぎ、身体を冷やす。
　�シャツやベルトを外すなどして衣服をゆるめ、風通しがよい状態にします。横になったら、濡れタオ

ルなどを頭や身体にあてて冷やしましょう。

③水分を補給する。
　�大切なのが水分補給です。汗をかいた時は、身体の水分だけでなく塩分も失われていますので、薄い

食塩水（塩分５グラム/水１ℓ）やスポーツドリンクを飲みましょう。１時間で500mlペットボトル1.5
本程度目安

④自力で水を飲めない、意識がない場合は、直ちに救急車を要請する。
　意識障害など、少しでもおかしいと感じたら救急車を要請しましょう。

ナトリウムを含んでいるスポーツ

ドリンク等を飲みましょう！

求人情報登録をお願いします

ふくしま農業求人サイト　みつかる農しごと
福島県×JAグループ福島で誕生した農業専門の求人サイトです！

求人情報の掲載は無料
です！

初めての雇用も安心
です！

求人情報を自分で
登録できます！

職業紹介所が運営しているの
で、労務管理等で不安なことが
あればアドバイスいたします。

職業紹介所からの「紹介・あっ
せん」も、求人者・求職者と
もに無料です！

お好きな時間にご自身
で求人情報を登録する
ことができます。
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桑
折
町
南
半
田
で
農
業
を
営
む
櫻
井

祐
加
と
申
し
ま
す
。
一
般
企
業
に
勤
め

な
が
ら
家
業
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
が
、父
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
専
業
農
家
と
し
て
２
０
１
７
年

に
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
会
社
員
の

夫
と
中
学
生
の
娘
、
小
学
生
の
息
子
、

ビ
ー
グ
ル
犬
の
マ
ル
君
と
共
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
代
々
守
ら
れ
て
き
た
園
地

で
モ
モ
１
ha
や
ブ
ド
ウ
10
ａ
な
ど
の
果

樹
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
他
、
水
稲

を
50
ａ
栽
培
し
て
い
て
、
主
に
Ｊ
Ａ
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
幼
い
頃
か
ら
身
近
な
存
在
で

し
た
。
農
作
業
の
時
は
家
族
や
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
た
近
所
の
方
に
つ
い
て

園
地
に
行
っ
た
り
、
収
穫
し
た
モ
モ
の

箱
詰
め
作
業
を
し
た
り
と
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
農
業
＝
楽
し
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
、
漠
然
と
「
い
ず
れ
は
農

家
を
継
ご
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
就
農
当
時
は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

状
況
で
し
た
。
農
家
に
な
る
な
ら
自
分

が
納
得
で
き
る
技
術
を
習
得
し
た
い

と
、
国
見
町
の
果
樹
農
家
さ
ん
で
モ
モ

の
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
栽
培
管
理
や
鳥
獣
害
被
害
対
策
な

ど
、
大
変
な
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

作
業
に
追
わ
れ
て
１
日
と
い
う
か
１
年

が
あ
っ
と
い
う
間
で
す
（
笑
）
で
も
、

夫
の
協
力
や
「
櫻
井
さ
ん
の
モ
モ
が
ど

こ
よ
り
も
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
の
声
を
聞
く
だ
け
で
、
苦

労
の
全
て
が
喜
び
に
変
わ
り
ま
す
。

　
桑
折
町
は
「
献
上
桃
の
郷
」
と
し
て

知
ら
れ
る
モ
モ
の
一
大
産
地
で
す
。
そ

の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
誰
に
で
も
認
め
ら

れ
る
高
品
質
な
モ
モ
を
生
産
し
て
い
き

ま
す
。

　
南
半
田
地
区
に
は
果
樹
農
家
の
先
輩

が
沢
山
居
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
直

接
聞
い
た
り
協
力
し
た
り
、
と
て
も
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
世
代

交
代
や
高
齢
化
で
離
農
す
る
農
家
さ
ん

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
休
耕

地
を
上
手
に
活
用
し
て
、
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
の
景
色
や
生
態
系
を
守
っ
て
い

く
事
を
目
標
に
、
規
格
外
の
モ
モ
や
ブ

ド
ウ
を
使
用
し
た
加
工
品
も
手
掛
け
て

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
！

プロフィール

父
の
意
思
を
受
け
継
ぎ

会
社
員
か
ら
農
業
女
子
の
道
へ

今
後
の
目
標

や
る
か
ら
に
は
一
生
懸
命
に

伊達郡桑折町

櫻井　祐加さん（34歳）

さくらい　　　ゆ　か

▲完熟を待つあかつき ▲結実状況を念入りに確認

▲愛犬マル君と。　鳥獣害対策で一緒に園地をパトロールする

▲モモの仕上げ摘果作業をおこなう祐加さん。たくさんの果実が収穫を待つ

▲秋の収穫に向けて管理しているブドウ園地

農業で活躍する
女性を紹介

農業
女子

のうぎょうじょし

05
vol.

消費者の声が

苦労を喜びに変えてくれる
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桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）鈴木 恵美子さん（伊達市保原町）鈴木 栄子さん（伊達市保原町）野田 好子さん（伊達市保原町）但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区）

山田 ひで子さん（伊達市保原町）今野 廣子さん（南相馬市鹿島区）

清野 八智子さん（伊達市保原町）

橘 美知子さん（伊達市梁川町）曳地 美雪さん（伊達市梁川町）

今村 久子さん（伊達市保原町）五賀 友子さん（南相馬市鹿島区）佐藤 ヨシさん（二本松市）

加藤 洋子さん（二本松市）

佐藤 静子さん（伊達市保原町） 佐藤 久子さん（二本松市）

宍戸 フミさん（桑折町）

（順不同）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

作品募集中
絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは
封書にて、お送りください。また、「みらいろ」を見て
のご意見、ご感想もお待ちしております。応募締切は7
月21日（水）必着です。

短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種
類をご明記ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1

JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示
させていただきますので、あらかじめご了承ください。

短
歌

野
馬
追
い
の
行
列
見
た
さ
沿
道
に

並
ん
で
待
つ
楽
し
み
深
し

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

郭
公
鳴
く
超
一
流
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

暫
し
農
休
腰
伸
ば
し
お
り

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

少
数
の
民
の
悲
鳴
が
大
陸
の

風
に
の
り
き
て
わ
が
胸
ゆ
ら
す

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

住
む
世
界
違
う
も
各
自
集
い
来
て

パ
ー
ク
の
芝
に
話
題
を
咲
か
す

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

働
か
ず
借
金
増
え
し
酪
農
家

「
数
学
の
先
生
」「
宝
ク
ジ
」
夢
見
て

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

ワ
ク
チ
ン
の
日
程
通
知
読
み
合
いつ

明
る
き
会
話
久
に
し
て
お
り

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

注
射
好
き
？
愚
問
な
れ
ど
も
待
ち
焦
が
れ

ワ
ク
チ
ン
接
種
早
く
打
ち
た
し

平
田 

一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

雨
上
が
り
葉
先
を
登
る
カ
タ
ツ
ム
リ

風
が
吹
く
た
び
安
ず
る
孫

西
戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

夏
野
菜
息
子
夫
婦
と
植
え
て
み
た

根
付
き
芽
が
出
た
食
が
楽
し
み

佐
原 

静
枝
さ
ん
（
相
馬
市
）

今
朝
ひ
と
つ
漸
く
咲
い
た
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は

友
に
似
た
い
ろ
優
し
い
色
で

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

風
渡
り
田
畑
潤
う
恵
み
雨

緑
一
面
心
も
和
む

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

父
認
知
日
日
い
る
吾
子
の
六
ッ
目
の

名
を
よ
ぶ
声
が
哀
し
く
聞
こ
ゆ

横
山 

菊
子
さ
ん
（
飯
舘
村
）

父
の
日
の
遠
い
む
か
し
の
思
い
出
は

働
く
姿
に
無
口
な
姿

佐
藤 

文
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

俳
句

定
め
と
言
え
ど
蟻
よ
黙
黙
い
ず
こ
へ
か

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

梅
熟
す
漬
け
方
十
色
味
好
み

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

清
明
に
桜
の
花
が
咲
い
て
い
た

中
野 

里
桜
花
さ
ん
（
相
馬
市
）

夏
服
に
着
替
へ
身
軽
な
旅
に
出
る

永
倉 

重
子
さ
ん
（
福
島
市
）

早
起
き
で
涼
し
い
う
ち
に
畑
仕
事

岩
佐 

良
子
さ
ん
（
新
地
町
）

天
気
雨
見
事
二
重
虹
金
縛
り

前
原 

ゆ
う
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

無
尽
駅
親
子
つ
ば
め
や
巣
立
ち
時

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

若
鮎
の
踊
る
川
面
に
水
し
ぶ
き

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

川
柳

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
安
堵
の
老
い
二
人

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

ババ
転
倒
口
は
元
気
な
ダ
ル
マ
さ
ん

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

少
子
化
に
緊
急
事
態
プ
ラ
ス
か
な

寿 

善
美
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

昭
和
人
命
を
か
け
た
過
去
が
あ
る

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
元
気
だ
す

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

月
一
度
元
気
確
認
趣
味
仲
間

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
少
し
安
心
す

清
水 

里
子
さ
ん
（
相
馬
市
）

活
も
ら
い
今
年
は
家
で
紫
陽
花
を

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

亡
き
息
子
会
に
来
た
よ
と
花
ぬ
れ
る

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

雨
に
ぬ
れ
あ
ざ
や
か
ツ
ツ
ジ
顔
を
出
す

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

解
散
風
総
理
に
聞
き
た
い
気
象
台

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

人
足
は
安
否
消
息
確
認
場

草
野 

小
心
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

花
手
入
れ
ス
ト
レ
ス
な
ん
か
よ
り
つ
か
ぬ

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

脳
ト
レ
に
み
ら
い
ろ
作
品
続
け
た
い

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

コ
ロ
ナ
恐
隣
に
ス
マ
ホ
こ
と
を
な
し

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

野
馬
追
が
無
観
客
ウ
マ
く
行
く
？

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

教
員
や
セ
ク
法
案
少
女
も
ど
き

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夜
中
テ
レ
ビ
笑
い
が
終
止
つ
ら
れ
顔

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

日
本
島
チ
ョッ
カ
イ
船
姿
中
国
か

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
西
に
向
う
は
急
患
か

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

中
国
も
火
星
で
地
球
赤
かっ
た

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

さ
あ
五
輪
選
手
国
民
活
を
入
れ

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

津
波
に
て
波
間
に
三
日
原
災
見
ゆ

生
存
者
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

祖
父
の
家
庭
菜
園
お
陰
で
今
日
も
弁
当
新
鮮
野
菜

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

看
護
師
ら
荒
れ
て
手
の
皹
庇
い
あ
ふ

桑
原 

政
男
さ
ん
（
本
宮
市
）
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川俣支店
佐藤 改さん、
　　 愛さんのお子さん

想
そう

ちゃん（1歳）

相馬中村総合支店
折笠 優さん、
 　　奈緒子さんのお子さん

五十沢支店
久住 雄一朗さん、
　　 　幸子さんのお子さん
曳地 　重夫さんのお孫さん

東和支店
正木 翔さん、
　 沙織さんのお子さん

元気に
大きくなってね！

動物、大好き！
コアラに乗ったよ！
今度は何に乗ろうかな

暖かくて
穏やかに育ってね♪

煌
こう

くん（3歳） 羽
わか

奏
な

ちゃん（2歳）

暖
はる

くん（1ヶ月）

お手伝い、いつもありがとう
これからも兄妹仲良く
元気に育ってね。

莉
り

央
おん

ちゃん（10ヶ月）

創造的自己改革へのさらなる挑戦 !!　みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

福島大学
学生日記

農業の現場で学ぶ
vol.05

創造的自己改革実践中!! vol.40

Instagram

拠点、施設再編（機能再編・統合）にかかる取り組みが始まります。

　こんにちは。食農学類２期生の菅原帆乃香です。 出身は秋田県です。 突然ですが、

皆さんは食について疑問を持ったことはありますか？

　お店に並んでいる食品を手に取り、購入し、食べる。そんな私たちの日常に組み込ま

れた当たり前が、どう成り立っているのかを疑問に思い、私は食品流通を学ぶため農

業高校に進学しました。そして大学生になった今、農

林サークルでの活動や福島での多くの方との出会

い、交流など、高校では机の上だった学びの場がリ

アルな世界に変化したことで、自分の知りたいが、み

んなに知って欲しいに変化しました。

　消費者の方々の手元に届くまでの過程、普段は見

えない背景とそこにいる人を知ってもらうことで、

日々の食卓に更なる彩りが添えられたらと思ってい

ます。食農学類で、食と農を繋ぐ架け橋のような存

在になれるよう、日々の大学生活をより豊かなもの

にしていきたいです。

進め方
　拠点再編は、組合員サービスの急激な変化を避けるとともに、営農経済事業改革と併せた中長期的な取り組みとして
実践する観点から、令和3年度から６年度にかけて、激変緩和措置を講じながら段階的（一次～三次）に行います。
　今回は、一次再編（令和３年度実施）についてご案内いたします。
スケジュール
　一次再編（令和 3年度実施）
　　店舗機能の再編として、「隔日営業（平日休業）」、「効率化店舗（３人体制）」、「営業時間短縮」等効率的運営店舗を導入
し、業務の見直し・改善を行います。

（１）隔日営業店舗（平日休業）の導入（9月 1日（水）より８店舗で開始予定）
　・隔日営業（平日休業）とは、週５日の営業から週２日の営業に変更させていただくことです。
（２）効率化店舗（３名体制）の導入（9月 1日（水）より 10店舗で開始予定）
　・効率化店舗とは、融資業務等を母店に移管させていただき３名体制で業務を行うことです。
（３）営業時間短縮の導入（9月 1日（水）より 2店舗で開始予定）
　・営業時間短縮とは、11：30～12：30 において窓口休業をさせていただくことです。

※効率的運営店舗体制を 10店舗において９月１日（水）より開始させていただくにあたり、８月 14 日（土）に融
資業務等の移管手続きを JAにておこないます。なお、対象となるご利用者様には、別途ご連絡をさせていただ
きますので、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

日々の食卓に彩りを

自分の知りたいが、知って欲しいに

食農学類２期生

菅原 帆乃香
（すがわら ほのか）

＠学鴇会
（がくほうかい）

SNSで
活動状況を
随時発信！
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ののの 紙上展示会紙上展示会紙上展示会の 紙上展示会紙上展示会得々株式会社

JAふくしま
未来

サービス
2021年6月15日火～ 8月31日火期 間

NEW
2021年
モデル

NEW
2021年
モデル

空気清浄機と呼べる、
唯一のエアコン誕生。

冷暖房エアコン冷暖房エアコン

233,200円233,200円233,200円233,200円
212,000円（税別）212,000円（税別）

（税込）（税込）

AY-N25P-W 8畳AY-N25P-W 8畳

243,100円243,100円243,100円243,100円
221,000円（税別）221,000円（税別）

（税込）（税込）

AY-N28P-W 10畳AY-N28P-W 10畳

楽に手が

届くしたっ
ぷり

入るわ！

高濃度の「ナノイーX」
カビに強いフィルターお掃除搭載。

135,300円135,300円135,300円135,300円
123,000円（税別）123,000円（税別）

（税込）（税込）

CS-EX251D/S-W 8畳CS-EX251D/S-W 8畳

146,000円146,000円146,000円146,000円
132,727円（税別）132,727円（税別）

（税込）（税込）

CS-EX281D/S-W 10畳CS-EX281D/S-W 10畳
冷暖房エアコン冷暖房エアコン冷暖房エアコン冷暖房エアコン冷暖房エアコン

家  電 ガス器具 リフォーム
家事がもっと楽しくなる！
洗濯物のお悩みや
室内干しでの困り事…
乾太くんがカラッと解決します。

99,000円99,000円99,000円99,000円（税込）（税込）ガス衣類乾燥機
RDT-54S-SV
ガス衣類乾燥機
RDT-54S-SV

乾太くん 5kgタイプ
はやい

乾太くん 5kgタイプ
はやい

90,000円（税別）90,000円（税別）

キッチンを清潔に保てる
上質なステンレス使用。

R

システムキッチン
ステディア
システムキッチン
ステディア
クラシカルバーチ（C4B）

698,500円698,500円698,500円698,500円（税込）（税込）

635,000円（税別）
基本プラン小売価格798,000円（税別）

635,000円（税別）
基本プラン小売価格798,000円（税別）

※オプションについては
　ご相談下さい。
※オプションについては
　ご相談下さい。

展示場は屋根が付いているので
雨天の時でもお気軽にご覧いただけます。

展示場は屋根が付いているので
雨天の時でもお気軽にご覧いただけます。

国道13号線沿い、
農免道路交差点

JA第一セルフ給油所向かい

国道13号線沿い、
農免道路交差点

JA第一セルフ給油所向かい

福島自動車センター
車両展示場
オープン!!

福島自動車センター
車両展示場
オープン!!

3コースの中からお好きな
セットをお届けします

あいちゃんセット／
らくちんセット／贅沢セット

毎月約100品の中から
お好きな食材を自由
に選べる
セレクトタイプ

オンリーワンメニュー まかせて安心  JA葬祭
JAふくしま未来サービス
葬祭ゴールドの会

会員募集中!
■ご葬儀プラン・香典返し・供花供物等会員価格にてサポートいたします。
■ご入会・事前ご相談・お問合せ等お近くの催事センターまでお気軽にご
連絡ください。

自動車リース、
はじめてみま
せんか？

自動車リース、
はじめてみま
せんか？

TEL.024-572-7381

自動車

さらに協力店を知りたい場合は、各直売所に置いてある「協力店ガイド」をご覧ください。

みらいろポイントカード協力店で

ここではみらいろポイントカードを提示することで、サービスが受けられるお店を紹介します。

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

クトオ なサービスを受けよう！
みらいろ

ポイントカード
協力店紹介

㈲まるげん果樹園
まるげんオリジナル、ふわふわのシフォ
ンケーキも大好評！一口食べると甘い
香りが広がるさくらんぼのシフォン
ケーキ、桃のシフォンケーキ、りんごのシ
フォンケーキの３種類あります。

サービス内容

季節に合わせたプレゼント進呈

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市大笹生字前谷地23-1
8：00～ 17：00
無休　（開園は６月～１２月中旬）
024-558-3523

福島りょうぜん漬本舗 本店
お客様の健康を第一に考え国内産の厳
選した食材を使い福島県産エゴマを加
えた商品です。植物性乳酸発酵食品とし
ても腸内環境を良くするお手伝いをして
参ります。

サービス内容

福島りょうぜん漬ポイントカード
1.5ポイントサービス、漬物＆お茶
サービス

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市大波字星の宮32
9：00～ 18：00
無休（元旦以外）
024-586-1233

ビューティサロン　ゆり
アットホームなお店です。

サービス内容

ハンドクリームをプレゼント
※初回のみ

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市上名倉字吉内27
9：30～ 17：00
月曜日・第３日曜日
024-593-1606

ハタモーター
各種自動車販売、車検整備、鈑金、塗装、
自動車保険、その他お車のことなら何
でもご相談ください。ご来店お待ちし
ております。

サービス内容

車検時及び点検時エンジンオイ
ル交換50％割引、車検頂いたお
客様にBOXティッシュ5Ｐ進呈

国見町

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

国見町大字藤田字藤田一9-5
8：00～ 17：30
日曜日・祝日
024-585-2649

肴三昧　うかれ太鼓
新鮮な肴と、川俣シャモ串、多人数の
宴会も可。

サービス内容

1杯目のドリンク無料

福島市

住　　所

営業時間
定 休 日
T E L

福島市陣場町8-33
プラスアルファビル2Ｆ
17：00～ 24：00
無休
024-523-2506

パソコン教室わかるとできる
エイトタウン本宮校
趣味でパソコンを使いたい！仕事で必
要になってしまった！転職の為に資格
が取りたい！当教室はそんな皆様の目
的に合わせた学習を行うことができる
身近なパソコン教室です♪

サービス内容

入会時、テキスト1冊プレゼント

本宮市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

本宮市荒井字久保田132-10-3
10：00～ 17：00
月曜日
0243-63-5565

里山ガーデンファーム
農業体験やバーベキューなどもできま
す。事前にご連絡ください。

サービス内容

桃ジュース1本サービス

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市新生町490
8：00～ 17：00
無休
0243-24-1001

菅野行政書士事務所
住んで良かったまちづくりのお手伝い。
相続、国際結婚、会社（法人）設立、農地
転用、各種許認可申請お電話ください。

サービス内容

初回相談料（30分）無料

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市太田字深田221
9：00～ 18：00
不定休
0243-24-9898

㈱鳥久精肉店 桜ケ丘店
相馬市、南相馬市内で生産されたＡ５ラ
ンクの相馬牛を販売。併設された直営の
「食事処べこや」では、ボリュームたっぷ
りの定食が召し上がれます。

サービス内容

相馬牛ジューシーメンチ1個
230円（税込）を1個200円（税
込）で提供※お一人様5個まで

相馬市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

相馬市中村字桜ヶ丘157
8：00～ 19：00
月曜日
0244-35-2277

キッチン　ポテ
東北一のオムライスが自慢の
洋食店です。

サービス内容

1,000円以上お料理注文の
方にソフトドリンク1杯サービス

相馬市

住　　所
営業時間

定 休 日
T E L

相馬市新沼字大森353-1
11：30～ 15：00（ＬＯ14：00）
17：00～ 21：00（ＬＯ20：00）
水曜日
0244-38-7502
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地域に伝わる昔話にちなんで建立された天狗塚。早朝、運が良け
れば雲海が広がる絶景を見ることができます。安達太良山に沈む
夕日もお勧めです。

天狗塚公園上空から見る初森地区
安達地区（二本松市）

ドローンで見る
ふくしま未来05

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

お
知
ら
せ融資対象者 2021年４月の凍霜害により農業経営に被害を受けた農業者等

資金使途 営農のため必要とする運転資金（収入保険の保険料や果樹共済の共済掛金等を含む）
貸付限度額 300万円以内
償還期限 ５年以内（うち、据置１年以内）
金利 0.0％（固定金利）
返済方法 元金均等返済　年一回払　毎年12月20日返済

担保・保証 福島県農業信用基金協会の保証制度を利用いただきます。原則として保証人は不要
となります。別途保証料が必要です。（保証料率：0.27％）

事務取扱手数料 2,200円（税込）
申込期限 2022年３月11日（金）まで

主な徴求書類
2021年４月凍霜害災害資金農業被害証明書（市町村発行）
本人確認書類・・・運転免許証、健康保険証等
所得証明書類・・・確定申告書

凍霜害の影響を受けられた農業者の皆さまへ2021年度ＪＡ女性組織仲間づくり運動2021年度ＪＡ女性組織仲間づくり運動
福島県制度資金　農家経営安定資金（2021年４月凍霜害災害資金）

　ＪＡ女性組織を次代へつなぎましょう。メンバー減少に歯止めをかけ、世代別の異なるニーズに
応え、仲間づくりをすすめます。

【加入促進助成金】
・新規部員加入１人につき1,000円の助成を行います。
【活動助成金】
・フレッシュミズ部会を新たに立ち上げた地区女性部へ10,000円の活動助成を行います。
・�小グループ（目的別グループ、ＪＡ女性大学等が年間５回以上活動した場合）� �
グループ毎に3,000円の活動助成金を行います。

前年度総会時メンバー数を基準に、毎年0.5％メンバーを純増していくことを
目標に仲間づくりに取り組みます。

運動
目標

基　　準　「ＪＡ女性組織仲間づくり運動目標」の増員数を超えた組織
対象期間　2021年３月１日～2022年2月28日
表　　彰　ＪＡ福島女性部協議会長賞　賞状と賞金１万円を贈呈します。

表彰

29 28



園芸研究家●成松次郎

家庭菜園のススメ家庭菜園のススメ
野 菜 を つ く ろ う ！

種まき2週間前に、1㎡当たり苦土石灰100gを散
布し、深く耕しておきます。1 週間前に化成肥料
（NPK 各成分 10%）100g と完熟堆肥 1～2kg を
散布して土と混ぜ（図1）、ベッド幅1～1.2mとし、
高さ5cm程度の平畝を作ります。

中葉種の株立ち型は、草丈が 25～30cm 程度に
なったら、葉 4～5枚を残し、摘み取り収穫します。
以後、伸びてきたわき芽の葉を 2 枚残して切り取
ります（図4-1）。株張り型と大葉種では、草丈が
20～25cm 程度に育ってきたら、株ごと抜き取る
か、株元から刈り取って収穫します（図4-2）。なお、
春に咲く黄色い花は美しいので、株を残しておき
ましょう。

発芽後、本葉2枚までに3～4cm間隔に間引き、株
元に軽く土寄せします。この後、本葉5～6枚の頃に、
10～15cm間隔に間引き、1㎡当たり化成肥料 50g
を株元にばらまき、土寄せします（図3）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

シュンギクの種類は、葉の大きさや切れ込み方に
より、大葉種、中葉種、小葉種に大別されます。
大葉種は葉が大きく、切れ込みは浅く、えぐ味が
少なく、「おたふく春菊」、「菊之助」などがあります。
中葉種は切れ込みがあり香りが強い品種で、株立
ち型では、「さとゆたか」、「きわめ中葉春菊」など、
株張り型では、「菊次郎」などがあります。

　シュンギクの生育適温は15～20℃と冷涼な気候を好み、春（3～6月）と秋（9～11月）が栽培適期です。カ
ロテンの含量が多く、ビタミンC、カルシウム、鉄分なども豊富です。

ＪＡの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」
と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪
第5回は、「シュンギク  ～収穫後に花も楽しもう～」です。

※施肥量は1㎡当たり

条間 20cm、深さ 5mm 程度の浅いまき溝を 4 条
切り、1cm 間隔で種まきします（図2）。好光性種
子のため、覆土はごく薄く掛けます。種まき後、
十分に灌水し、発芽まで乾燥させないこと。また、
幼苗を保護するために不織布をべた掛けすると良
いでしょう。

かんすい

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

クロスワードパズルク ス ー パ ル

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

理 事 会 報 告

編 集 後 記

JAふくしま未来の概要

組　合　員　数　（正）

　　　〃　　　　（准）

役　　員　　数　理事

　　　〃　　　　監事

職　　員　　数

准　職　員　数

出　　資　　金

事 業 実 績

購 買 品 供 給 高

販 売 品 販 売 高

貯 　 金 　 高

貸   付   金   高

長 期 共 済 保 有 高

2　鉱石を高温でドロドロにする装置。
高炉とも呼ばれます

5　川や池の土手のこと
7　信号機で「止まれ」を示す色
8　家屋を壊して新しく造り直すこと
10  墨も料理に利用する魚介
12 大きな魚はこの形でパック詰めさ
れていることが多い

14 令和3年の̶̶の日は8月8日。
国民の祝日です

16  ねぶた祭で知られる県
18  「五七五七七」などの形式で作られ
ます

20 飛行機で人や荷物を運ぶこと
21 井戸端会議中に楽しむもの

1　最低気温が25度以上の夜のこと
2　寺子屋では字の̶̶やそろばんを
教えました

3　地球の中心部にあります
4　長良川で有名な伝統漁法
6　親戚の̶̶を頼って仕事に就いた
9　高速道路のサービス̶̶で一休み
した

11 親潮は千島̶̶とも呼ばれます
13  帰る客を玄関まで̶̶に行った
15  力士が腰に締めます
17  割、分、厘の次
19 虫が入ってこないように布団の周り
につるします

2　□□□□□

応募締切

7月28日水
（必着）

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C D
サ ン ダ ル

先月号の答え

⬇タテのカギ➡ヨコのカギ

■ 協議事項 ■

議案第１号　提携ＡＴＭおよびゆうちょ銀行ＡＴＭ利用手数料
の見直しについて

議案第２号　凍霜被害に対する資金について
議案第３号　令和2年度行政庁業務報告書の提出について
議案第４号　第3期みらいろプラン（次期中期経営計画）策定プ

ロジェクト設置について

　今年の３月号より広報誌のリニューアルを行って
から早や４カ月が経ちました。みなさん、新しくなっ
た広報誌はいかがでしょうか？みらいろチャンネル
（YouTube）動画と連動する次世代広報誌となってお
ります。多くの皆さんに楽しんで頂けるように、広報
課一同よろしくお願いいたします。　（中野）

第４回
理事会

日時 ／ 令和3年5月28日（金）
場所 ／ パルセいいざか 2階 コンベンションホール45,699人

48,602人

53人

8人

1,182人

287人

16,022百万円

令和3年5月末現在

3,414百万円

3,664百万円

751,447百万円

199,675百万円

2,468,765百万円
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広報誌

2021年7月1日発行

7月号 ふくしま未来農業協同組合　〒960-0185 福島県福島市北矢野目字原田東1-1
編集：改革推進部広報課　　 TEL　024-573-7121　URL　http://ja-f-mirai.or.jp/

今月の
直売所
出荷者
さん

南相馬市原町区深野

小 田 　 幹 雄 さん（58）
みき　お

とよ   えい

しず　こ
豊 衛 さん（79）

静 子 さん（81）

　水稲をはじめ、キャベツや白菜などの葉物野菜
からゴボウやサツマイモなどの根菜類まで約30品
目を栽培し旬のひろばへ出荷しています。
　「消費者へ旬を届けたい」と少量多品目栽培を
心がけ「自分で安心できるものを世に出したい」

と減農薬栽培にも取り組んでいます。
　野菜は鮮度が命。出荷する農産物は全てが朝採
りというこだわりを持っています。新鮮な野菜で季
節を感じてください。

共通イベント情報 7月22日（木）～8月1日（日）ももまつり

毎月７の付く日
納豆の日

土日祝日
お米の日

7月17日（土）、18日（日）
んめ～べフェア

7月31日（土）、8月1日（日）
夏野菜まつり

7月15日（木）、16日（金）
こらんしょ市の日

7月17日（土）、18日（日）
夏野菜まつり

7月29日（木）～31日（土）
月末の市

毎週金・土・日
旬の味覚の特売

ここら全店 みらい百彩館
　　　んめ～べ

こらんしょ市
二本松店・本宮店

ふれあい旬のひろば・旬のひろば
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